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園回

文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
上
で
大
き
な
力
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
の
一
層
の
振
興
を
図
り
、
文
化
を

大
切
に
す
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
~
”

文
化
庁
で
は
、
昨
年
末
に
成
立
し
た
文
化
芸
術
振

興
基
本
法
や
、
本
年
一
月
の
文
化
審
議
会
中
間
ま
と

め
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
文
化
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、

平
成
一
四
年
度
の
文
化
庁
予
算
に
つ
い
て
は
、
「
す
和
2

芸
術
創
造
プ
ラ
ン
（
新
世
紀
ア
ー
ッ
プ
ラ
ン
）
」
の
創

設
を
は
じ
め
と
し
て
、
対
前
年
度
七
六
億
円
（
八
・

三
％
）
の
大
幅
増
と
な
る
総
額
九
八
五
億
円
を
計
上

し
て
い
る
。

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
を
生
み
出
す
源
泉
は
、
芸
術

家
や
芸
術
団
体
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
創
造
活
動

を
開
始
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
新

を
図
る
。

ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
現
代
舞
台
芸
術
の
拠
点

で
あ
る
新
国
立
劇
場
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
次
代

の
芸
術
界
を
担
う
創
造
性
豊
か
で
、
世
界
に
通
用
す

る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
一

0
年
度
か
ら
オ

ペ
ラ
研
修
、
一
三
年
度
か
ら
バ
レ
エ
研
究
を
実
施
し

て
い
る
。

平
成
一
四
年
度
は
、
以
下
の
新
規
事
業
を
中
心
と

し
て
、
地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
を
総
合
的
に
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
（
②
ー
④
は
「
文
化
芸
術
創

造
プ
ラ
ン
」
の
中
で
実
施
）

①
「
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
」

地
域
に
お
い
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
個
性
豊
か

な
伝
統
文
化
の
継
承
•
発
展
を
図
る
た
め
、
民
俗
芸

能
等
の
地
域
の
伝
統
文
化
活
動
の
総
合
的
な
支
援
を

行
う
。
ま
た
、
地
域
の
芸
術
文
化
活
動
を
総
合
的
に

支
援
す
る
芸
術
文
化
活
性
化
事
業
（
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
）
を
推
進
す
る
。

②
「
本
物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
確
保
」

学
校
や
公
立
文
化
会
館
な
ど
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
優
秀
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
文
楽
等
の
舞
台
芸

術
や
伝
統
芸
能
に
直
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
感

受
性
豊
か
な
人
間
と
し
て
の
育
成
を
図
る
。

③
「
学
校
の
文
化
活
動
の
推
進
」

非
常
に
優
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
芸
術
家
や
伝

に
あ
る
。
文
化
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
創
造
活
動
を
側

面
か
ら
支
援
す
る
観
点
に
立
ち
、
芸
術
創
造
活
動
の

活
性
化
の
た
め
の
環
境
の
整
備
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
。芸

術
創
造
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

支
援
施
策
を
再
構
築
し
て
、
「
文
化
芸
術
創
造
プ
ラ

ン
」
の
中
で
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
芸
術
の
創
造
を
目

指
し
て
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
映
画
等
に
対
す
る
重

点
支
援
を
開
始
し
、
芸
術
創
造
活
動
の
支
援
の
抜
本

的
拡
充
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
特
殊
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
に
お
い

て
も
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
（
政
府
か
ら
の
出
資
金

五
三
0
億
円
、
民
間
か
ら
の
出
え
ん
金
一
―
二
億
円

の
合
計
六
四
二
億
円
）
の
運
用
益
な
ど
に
よ
り
、
安

定
的
・
継
続
的
に
多
様
な
芸
術
文
化
活
動
に
対
し
て

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
作
活
動
を
支

統

芸

保

持

者

等

を

出

身

地

と

派

遣

し
、
優
れ
た
技
の
披
露
や
、
文
化
活
動
の
す
ば
ら
し

さ
、
地
域
の
誇
り
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
芸
術
へ
の
関
心
を
高
め
さ
せ
る
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
に
文
化
部
活
動
の
成
果
発
表
の
舞

台
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
的
意
識
を
持
ち

文
化
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る。④
「
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
」

市
町
村
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
年
間
を
通
じ

て
多
様
な
機
会
に
多
種
の
文
化
に
ふ
れ
あ
い
体
験
す

，
る
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
す
る
モ
デ

ル
事
業
を
支
援
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
従
来
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
音

楽
、
演
劇
、
舞
踊
等
の
芸
術
団
体
の
活
動
基
盤
を
整

備
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
「
芸
術
団
体
等
の
活
動

基
盤
整
備
事
業
」
、
公
立
文
化
会
館
に
対
す
る
情
報
提

供
や
研
修
を
行
う
「
芸
術
情
報
プ
ラ
ザ
」
事
業
、
国

民
の
文
化
活
動
水
準
を
高
め
る
た
め
、
全
国
規
模
の

文
化
の
祭
典
で
あ
る
「
第
一
七
回
国
民
文
化
祭
」
（
平

成
一
四
年
一

0
月
―
二
日
1
―
一
月
四
日
鳥
取
県
）
、

高
校
生
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る
「
第

二
六
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
（
平
成
一
四
年

八
月
七
日
1
―
一
日
神
奈
川
県
）
を
実
施
す
る
。
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文
化
庁
で
は
、
国
内
外
の
日
本
語
学
習
者
の
増
加

や
多
様
な
日
本
語
学
習
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
日

本
語
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
、
地
方
公
共
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
の
余
裕
教
室
等
を
活
用
し

た
親
子
参
加
型
の
日
本
語
教
室
の
開
設
事
業
を
全
国

二
0
か
所
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
―
二
年
度

に
構
築
し
た
「
日
本
語
教
育
支
援
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
シ
ス
テ
ム
」
の
提
供
情
報
の
一
層
の
充
実
や
利

用
環
境
の
改
善
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
一
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
地
域
の
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
者

へ
の
研
修
事
業
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
語
教
育
実
態
調
査
、
日
本
語
能
力

試
験
及
び
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
に
お

い
て
日
本
語
教
育
に
係
る
調
査
研
究
、
日
本
語
教
員

の
研
修
、
教
材
開
発
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
語
は
、
国
民
生
活
に
直
接
関
連
し
、
我
が
国
の

文
化
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
文
化
の
伝
承
と

創
造
発
展
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
文
化
庁
で
は
、
国
語
に
関
す
る

施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年
二
月
に
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
文
化

審
議
会
に
対
し
、
近
年
の
情
報
化
・
国
際
化
の
進
展

や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
変
化
を
踏
ま
え
、
「
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
語
力
に
つ
い
て
」
諮

問
が
な
さ
れ
、
現
在
、
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
適

切
な
言
葉
遣
い
や
言
葉
に
よ
る
表
現
等
に
つ
い
て
、

狂
言
師
・
劇
作
家
な
ど
を
講
師
に
招
い
て
、
親
と
子

切
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

国
芸
術
家
等
の
養
成

文
化
政
策

文
化

川
芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援

援
す
る
た
め
、
優
れ
た
作
品
の
顕
彰
、
発
表
及
び
鑑

賞
の
場
を
提
供
す
る
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
」
、

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
造
活
動
に
役
立
つ
各
種

の
情
報
や
作
品
発
表
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
「
メ
デ

ィ
ア
芸
術
プ
ラ
ザ
」
(

h

ttp://plaza.bunka.g
o.
j
p
)
を

引
き
続
き
実
施
す
る
。

ま
た
、
映
画
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
映
画
製
作
に
対
す
る
重
点
支
援
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
優
秀
映
画
の
顕
彰
、
作
品
の
上
映
や

映
圃
製
作
、
映
画
祭
等
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
得
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
文
化
芸
術
創
造

プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
新
進
芸
術
家
等
の
海
外
留
学
や

国
内
研
修
へ
の
支
援
、
海
外
の
新
進
芸
術
家
を
招
ヘ

い
す
る
な
ど
の
「
新
進
芸
術
家
奨
学
制
度
」
、
新
進
芸

術
家
に
発
表
の
場
を
提
供
す
る
「
新
進
芸
術
家
の
発

表
の
機
会
の
確
保
」
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
指
導
者

を
海
外
か
ら
招
へ
い
す
る
「
優
秀
指
導
者
特
別
助
成
」

62 
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平
成
九
年
五
月
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て

の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
吐
会
の
実
現
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
我
が
国
の
多
様
な
文
化
の
癸
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア

イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
結
に

閲
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
文
化
庁
に
お
い
て
は
、

同
法
に
基
づ
く
指
定
法
人
に
対
し
て
、
ア
イ
ヌ
関
連

施
策
の
推
進
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
な
ど
、
平

成
一
四
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
ア
イ
ヌ
文
化
の

振
興
華
の
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推
礁
す
る
こ
と

と
し
て
い
る

C

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
を
迎
え
、
①
「
コ
ン
テ
ン

ツ
（
著
作
物
等
）
」
そ
の
も
の
の
多
様
化
、
②
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
た
「
利
用
形
態
」
の
多
様
化
、

③
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
（
権
利
者
）
」
、
「
ユ
ー
ザ
ー
（
利

用
者
）
」
双
方
の
急
激
な
拡
大
、
と
い
っ
た
変
化
が
急

速
に
進
ん
で
き
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
用
い
た
著
作
物
等
の
網
断
送
信
を
防
止

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
我
が
国
は
、
「
著
作
者
」
（
昭

和
六
一
年
）
、
「
実
演
家
」
（
平
成
九
年
）
、
「
レ
コ
ー
ド

製
作
者
」
（
平
成
九
年
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
無
断
送
信
を
差
し
止
め
る
権
利
」

を
付
与
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も
先
進
国
中
初
）
。
こ
れ

ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
」
に
も

対
応
で
き
る
権
利
で
あ
る
が
、
残
る
「
放
送
事
業
者
」

と
「
有
線
放
送
事
業
者
」
に
つ
い
て
も
、
番
組
の
再

送
信
に
つ
い
て
同
様
の
権
利
を
付
与
す
る
た
め
、
著

作
権
法
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
゜
ま
た
、

「
実
演
及
び
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
世
界
知
的
所
有
権

歳
関
条
約
（
仮
称
）
」
の
締
結
に
向
け
て
、
俳
優
等

の
「
実
演
家
」
に
人
格
権
（
名
誉
・
声
望
を
害
す
る

改
変
を
さ
れ
な
い
権
利
、
名
前
の
表
示
を
求
め
る
権

利
）
を
付
与
す
る
改
正
も
、
併
せ
て
行
う
予
定
で
あ

る。
一
方
、
例
外
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
「
学

m「
コ
ン
テ
ン
ツ
創
作
者
」
の
適
切
な
保
霊

閏
コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
円
滑
な
流
通
の
促
進
」

田
ア
イ
ヌ
関
連
施
策
の
推
進

が
共
に
参
会
し
、
語
り
合
う
楓
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
言
業
に
関
す
る
年
塵
誡
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
た
一
言
英
」
に
つ
い
て
考
え
る
'
|
親
と
子

の
応
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ー
を
、
平
成
一
四
年
度

は^
，王国一

0
か
所
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

我
が
国
に
は
、
敦
派
、
宗
派
、
教
団
と
い
っ
た
大

規
模
な
宗
敦
団
体
を
は
じ
め
、
神
社
、
寺
院
、
教
会

等
の
椋
々
な
宗
敦
団
体
が
存
在
し
、
多
様
な
宗
教
活

飼
を
行
っ
て
い
る
（
宗
敦
法
人
数
は
、
約
一
八
万
―
―
―

0
0
0
)
。

宗
教
法
入
制
度
を
規
定
す
る
宗
教
怯
入
怯
（
昭
和

二
六
年
に
公
布
・
詑
行
）
の
目
的
は
、
一
定
の
宗
教

団
体
に
法
入
格
を
与
え
、
自
由
で
自
主
的
な
活
動
を

行
う
た
め
の
仕
組
み
を
飲
け
る
こ
と
に
あ
る
。

平
成
七
年
の
宗
教
法
入
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

祈
た
に
宗
教
法
人
に
義
務
付
け
ら
九
た
事
務
所
俯
付

け
書
類
の
所
轄
庁
へ
の
提
出
に
つ
い
て
は
，
，
平
成
一

0
年
よ
り
本
岱
的
に
始
ま
っ
た
が
、
不
活
動
法
人
を

除
い
て
ほ
と
ん
ど
全
て
の
宗
敦
法
入
が
書
渠
提
出
訓

度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
書
煩
提
出
制
度
に
よ
っ
て
、
所
轄
庁
は
宗
教

法
入
の
連
営
に
つ
い
て
継
続
的
に
確
認
で
き
る
よ
A

う

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
不
活
動
宗
敦
法
入
の
実
態
把
握

が
可
能
に
な
っ
た
。
不
活
動
宗
教
法
人
は
、
い
わ
ゆ

る
法
人
売
買
、
名
義
貨
し
な
ど
に
懇
用
さ
れ
社
会
的

開
臼
乏
引
さ
起
こ
す
沿
ぐ
れ
が
，
応
り
、
け
い
て
は
、

る
r

ま
た
、
文
化
財
の
保
存
に
欠
か
せ
な
い
伝
統
的
な

技
術
・
技
能
で
あ
る
選
定
保
存
技
術
の
伝
承
者
養
成

事
業
に
対
す
る
補
助
の
対
象
を
、
個
人
に
つ
い
て
は

四
六
名
か
ら
五
0
名
に
、
団
体
に
つ
い
て
は
、
一
五

団
体
か
ら
ニ
―
団
体
に
拡
充
し
、
選
定
保
存
技
術
の

，
確
保
を
図
る
。

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
切
な
保
存
＇
活
用
を

図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
一
囚
年

度
も
引
き
続
き
、
文
化
財
を
大
切
に
保
存
し
て
次
抵

代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
積
栢
的
に
公
開
＇
活
用

し
、
広
く
図
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う

な
施
策
に
収
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
，
活
用
を
図
る
た

め
、
修
理
等
の
登
備
を
行
う
「
記
念
物
保
存
修
理

l

事
業
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
史
跡
筈
の
保
存
の
た

め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
有
化
事
業
に
対
す
る

国
庫
補
助
の
充
実
を
図
る
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
が
困
難
な

個
人
住
宅
建
設
等
の
開
琵
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
蒼
に
対
す
ら
国
庫
補
助
り
充
実
定
図
る
な
ど
、
壁

こ
の

は
、
①
「
コ
ン
テ
ン
ツ
創
作
者
」
を
適
切
に
保
設
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
創
作
•
生
産
の
推
進
」
を
図
る
こ
と
、
~

②
コ
ン
テ
ン
ツ
の
言
滑
な
流
通
の
促
進
」
を
行
う
こ

と
等
に
よ
り
、
「
創
作
者
•
利
用
者
双
方
の
利
益
」
を

増
進
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
い
る
。

1

具
体
的
に
は
、
王
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
施
策
を

行
っ
て
い
る
。

例
外
規
定
等
に
つ
い
て
、
昨
年
の
文
化
審
議
会
署
作

松
分
科
会
の
戟
告
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
検
吋
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
法
律
ル
ー
ル
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

利
害
が
対
立
す
る
関
係
業
界
等
の
間
の
合
意
形
成
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
の
政
策
・
戦
略
を
著

作
権
制
度
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
各
省
庁
か
ら
の
要
望

を
募
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
全
体
と
し
て
の
着
作
権

制
度
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
円
滑
な
流
通
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
“

次
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
す
る
。

ー
契
約
シ
ス
テ
ム
の
改
善

①
三
省
庁
（
文
化
庁
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
）

連
携
の
取
組

テ
レ
ビ
放
送
番
組
を
対
象
と
し
て
、
放
送
業
界
等

と
協
力
し
、
関
係
す
る
全
て
の
権
利
者
・
権
利
に
関

す
る
情
報
を
香
組
制
作
時
に
整
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の

研
究
を
実
施
す
る
。

②

I
Tを
活
用
し
た
個
人
参
加
の
「
バ
ー
チ
ャ
ル

著
作
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
研
究
開
発

著
作
物
の
適
切
か
つ
円
滑
な
契
約
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
い
つ
で
も

誰
で
も
「
権
利
者
」
、
「
利
用
者
」
と
し
て
参
加
し
、

独
自
の
条
件
で
著
作
物
の
利
用
契
約
を
行
え
る
「
バ

ー
チ
ャ
ル
著
作
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
研
究
を
平
成
i

四
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

65 

因
伝
統
文
化
を
支
え
る
人
材
養
成
。
確
保

五

宗
務
行
政

川
史
跡
等
の
保
存
整
備
ょ
活
用

六

文
化
財
の
次
代

発
展

宗
教
法
入
制
度
全
体
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
を
損
な

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
文
化
庁
で
は
そ
の
談
塑
促
進

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

＇

今
後
と
も
、
関
係
者
の
一
層
の
理
解
と
協
力
を
得
、

引
き
続
き
宗
敦
法
人
法
の
適
正
な
実
施
に
努
め
て
い

ノ‘

国
宝
，
重
要
文
化
財
（
建
池
物
、
美
術
工
芸
品
）

や
伝
統
的
建
造
物
群
を
適
切
に
保
存
し
、
次
枇
代
に

継
承
す
る
た
め
、
計
面
的
な
保
存
修
理
実
施
の
充
実

を
図
る
。
特
に
原
材
料
の
不
足
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

檜
反
葺
屋
根
の
葺
贄
え
に
つ
い
て
は
、
技
能
者
の
育

成
・
資
材
確
保
の
方
策
も
含
め
重
点
的
に
取
灯
組
む
。

防
災
に
関
し
て
は
、
木
造
で
燃
え
や
す
い
国
宝
・

重
要
文
化
肘
（
建
造
物
）
を
火
災
の
被
害
か
ら
最
小

限
に
防
ぐ
た
め
、
防
火
、
消
火
等
の
防
災
施
骰
を
設

置
し
、
あ
わ
せ
て
周
辺
環
境
の
保
全
等
の
充
実
を
回

る
。
ま
た
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
特
に
現
存
す
る
建
造
物
か

ら
移
動
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
の
も
の

に
対
し
て
防
災
管
理
に
万
全
を
朗
し
、
防
火
、
消
火

等
の
防
災
施
設
の
充
実
を
図
る
。
さ
ら
に
、
霊
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い
て
は
、
木
造
建
造

物
が
集
中
す
る
な
ど
、
一
般
地
区
に
比
べ
て
防
災
上

危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
町
酉
的
に
防
災
腕
殷
の

賢
備
を
図
る
。

重
要
熊
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）

が
行
う
後
継
者
養
成
。
技
芸
練
磨
の
た
め
の
経
費
の

助
成
対
象
人
数
を
一
―
二
名
か
ら
一
―
六
名
に
批
充

す
る
な
と
、
旦
要
煎
形
文
化
財
の
後
虚
者
の
翌
成
＿

図
文
化
財
の
保
存
修
理
等

蔵
文
化
財
保
覧
と
開
発
事
業
と
の
調
整
の
円
滑
化
を

す
す
め
る
。
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我
が
国
の
国
際
文
化
交
流
に
つ
い
て
は
、
官
民
の

連
携
・
協
力
の
下
、
我
が
国
の
文
化
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
翌
で
あ
る
と
い

う
認
織
の
下
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
一
四
年

田
国
際
文
化
交
流
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定

2

1

T

活
用
の
促
進

「
コ
ピ
ー
プ
ロ
テ
ヶ
シ
ョ
こ
「
電
子
透
か
し
」
等

の
I
{
L
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
回
避
，

改
ざ
ん
等
を
禁
止
す
る
措
置
を
既
に
行
っ
て
い
る
（
先

進
国
中
で
、
日
。
豪
の
み
）
が
、
今
後
は
、
「
プ
ロ
テ

ク
シ
ョ
ン
技
術

□自
動
課
金
シ
ス
テ
ム
＿
等
と
「
契

約
シ
ス
テ
ム
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
「
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
」
（
い
わ
ゆ
る
「
着
メ
ロ
」
の
シ
ス
テ
ム

が
、
成
功
阿
と
し
て
固
際
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
）

の
開
発
等
を
推
進
す
る
。

[

T
の
普
及
に
対
応
し
て
、
広
く
多
く
の
人
々
を

吋
象
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ヶ
を
利
用
し
た
情
報
の
提
供

な
ど
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
方
怯
に
よ
り
、
着
作
権

に
関
す
る
敦
育
事
業
を
新
た
に
展
開
す
る
（
著
作
権

学
ぼ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
。

①
楽
し
み
な
が
ら
者
作
櫂
が
学
べ
る
ソ
フ
ト
及
び

そ
の
手
引
習
を
作
成
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
＇
ク
に
よ
り

提
供
す
る
。

②
教
員
向
け
指
導
書
を
作
成
し
、
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
灼
提
供
す
る

C

⑤
教
職
員
・
企
業
実
務
者
向
け
等
の
対
象
者
別
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

④
学
校
定
対
象
と
し
た
著
作
栢
読
本
（
マ
ン
ガ
）

を
配
布
す
る
。

⑤
企
業
、
図
書
舘
、
学
校
な
ど
著
作
物
を
利
用
す

る
多
様
な
現
場
か
ら

賢
閲
に
塁
冑
字
3

デ
ー

な＇
9

-

芸
施
を
、

で
の
公
開
や
伝
承
者
の
養
成
な
ど
の
事
集
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
新
国
立
劇
場
で
は
、
オ
ペ
ラ
・
バ

レ
ュ
・
現
代
舞
踊
、
演
削
な
ど
の
現
代
舞
台
芸
術
の

公
演
、
実
演
家
の
要
請
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い

C-

ス

]

}

特
殊
法
入
日
本
芸
術
文
化
振
輿
会
に
よ
り
設
置
＇

営
理
さ
れ
て
い
る
固
立
劇
場
及
び
新
国
立
劇
場
は
、

我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て
、
引
き
続
き
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
関
係
各
方
面
か
ら

期
待
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
述
営
の
充
実
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
＿

固
立
博
物
館
筈
が
収
蔵
す
る
文
化
財
。
美
術
品
に

関
す
る
情
報
、
国
立
劇
場
，
新
固
立
関
場
の
公
演
等

や
国
公
立
の
文
化
施
設
等
に
関
す
る
情
戟
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
券
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
行
う
。

惰
報
技
術
（

Iポ

T

)

の
進
展
等
に
対
応
し
た
著
作

権
分
野
の
国
際
的
施
策
の
展
開
と
し
て
、

W
I
P
o

（
世
界
知
的
所
有
権
提
関
）
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
新
条
約
の
策
定
作
業
等
に
参

画
し
て
い
く
と
と
も
に
、
海
外
に
お
け
る
海
賊
版
対

策
事
業
や
ア
ジ
ア
＇
太
平
洋
諸
匡
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
、
研
修
等
の
連
携
協
力
事
業
の
一
層
の
充
実

を
図
る
。

国
立
文
化
腿
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
癸
信
の
拠
点

と
し
て
の
板
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
四
年
度
に
お
い
て
は
、
固
立
国

際
美
術
館
移
転
新
営
工
事
を
引
き
続
き
進
め
る
。
ま

た
、
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
に
つ
い
て
も
、
平
成

一
四
年
度
に
お
い
て
新
営
工
寧
吝
引
言
続
き
進
め
る
。

全
匠
的
な
公
募
展
や
大
型
怠
面
展
等
を
行
う
新
国

立
美
術
展
示
施
設
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
一
四
年
度
に
建
設
工
事
に
着
手
す
る
。

国
立
組
踊
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

互
年
度
の
開
場
に
向
け
た
公
開
、
調
査
研
究
事
業
等

の
具
体
的
な
準
箭
、
設
立
準
備
調
査
会
の
開
催
、
訓

場
用
地
の
開
ゴ
心
寺
よ
行
う
と
と
も
に
、
建
設
工
事
定る

上
で
の
基
本
的
な
方
針
ゃ
具
体
的
な
方
策
等
を
示
す

国
際
文
化
交
流
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
積
極

的
に
施
策
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
二

0

0
二
年
は
、
日
中
・
日
韓
の
「
交
流

年
」
に
あ
た
り
、
伝
統
文
化
か
ら
現
代
文
化
ま
で
幅

広
い
分
野
の
交
流
事
業
の
開
催
や
支
援
を
通
じ
て
、

日
本
文
化
を
総
合
的
に
紹
介
す
る
。

国
際
的
な
芸
術
文
化
交
流
の
推
進
を
図
り
、
も
っ

て
我
が
国
文
化
の
向
上
と
振
興
に
資
す
る
た
め
、
「
文

化
芸
術
創
造
フ
ラ
ン
」
の
中
で
、
世
界
的
な
芸
術
団

体
・
芸
術
家
の
参
加
を
得
て
「
舞
台
芸
術
国
際
フ
ェ

ス
テ
f
ハ
ル
」
を
開
悩
す
る
と
と
も
に
、
中
国
・
韓

国
等
と
の
二
固
間
交
流
の
推
進
、
オ
ペ
ラ
等
の
国
際

共
同
制
作
、
海
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
へ
の
参
加

を
支
援
す
る
「
優
れ
た
芸
術
の
国
際
交
流
」
を
実
施

す
る
。ま

た
、
同
じ
く
「
文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
」
の
中

で
、
「
芸
術
家
奨
学
制
度
」
を
実
施
し
、
我
が
国
の
新

進
芸
術
家
に
海
外
で
の
研
修
の
機
会
を
提
供
し
、
海

外
の
新
進
芸
術
家
を
招
へ
い
す
る
。

国
文
化
財
の
国
際
交
流
・
協
力

我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を
広
く
洵
外
に
詔
介
し
、

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
日
本
古
美
術
品
の
海
外

展
を
実
施
す
る
。

平
成
一
四
年
度
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
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九
文
化
の
国
際
交
流
。
協
力

田
文
化
情
報
の
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進

閲
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

□新
た
な
国
立
文
化
施
設
等
の
整
備

ハ
文
化
振
興
の
た
め
の

墓
盤
整
備

国
教
育
の
充
実

田
国
際
的
施
策
の
展
開

チ
ャ
ル
著
作
権
〈
ル
プ
デ
ス
ク
）
を
構
築
す
る
。

国
立
判
湯
t
ふ
い
、
歌
舜
伎
、
能
紫
、
文
楽
、
演
芸

図
国
立
劇
場
・
新
国
立
劇
場
の
運
営
の
充
実

閏
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
・
美
術
館

等
の
充
実

国
立
博
物
館
（
東
京
国
立
博
物
舘
、
京
都
国
立
博

物
館
、
奈
良
国
立
博
物
館
）
、
国
立
美
術
舘
（
東
京
国

立
近
代
美
術
館
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
西

洋
美
術
飽
、
国
立
国
際
美
術
館
）
、
国
立
国
語
研
究

所
、
国
立
文
化
財
研
究
所
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
は
、
平
成
一
三
年

四
月
か
ら
独
立
行
政
怯
入
に
移
行
し
た
。

国
立
博
物
館
・
美
術
館
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る

芸
術
文
化
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
優
れ
た
芙
術
品
等

を
多
く
の
人
々
の
鑑
賞
に
供
す
る
な
ど
、
多
彩
な
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
展
覧
会
、
講
習
会
、
美
術
品

等
の
情
報
の
提
供
な
ど
、
国
民
に
対
し
て
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
箸
の
質
の
向
上
に
関
し
平
成
i
三
年
度
．
1
・

一
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
中
期
計
面
を
作
成
し
実

施
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年
度
の
か
ら
の
新
た
な
施
策
と
し
て
は
、

国
立
博
物
館
・
国
立
美
術
舘
に
お
い
て
小
中
学
生
に

対
し
平
常
展
の
観
覧
料
の
熊
料
化
を
実
姉
｀
す
る
と
と

も
に
、
国
立
樽
物
館
に
お
い
て
は
観
覧
日
の
日
数
を

増
や
し
た
り
、
ボ
ラ
シ
テ
~
1

ア
活
動
を
推
進
し
て
い

く
な
ど
、
国
民
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
美
術
館
・
博
物

館
を
目
指
し
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

化
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
要
事
業
と
し
て
、
国
立
中

央
博
物
館
（
ソ
ウ
ル
）
に
お
い
て
平
成
一
四
年
五
月

一
四
日
か
ら
七
月
一
四
日
（
予
定
）
ま
で
、
「
日
本
美

術
名
品
展
」
（
仮
称
）
を
開
伯
し
、
両
国
の
一
層
の
親

善
及
び
相
互
理
解
を
図
る
。
ま
た
、
秋
に
は
米
国
カ

ウ
ン
テ
ィ
ー
ミ
ュ
・
ー
ジ
ア
ム
（
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）

に
お
い
て
展
覧
会
の
間
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
祉
界
の
優
れ
た
文
化
財
は
人
類
共
通
の
貴

霊
な
遺
産
で
あ
る
と
の
認
織
の
下
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
復
事
業
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
我
が
国
の
文
化
財
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録

の
推
進
と
、
世
界
遣
産
の
保
殷
に
開
す
る
取
組
を
進

め
る
。
ま
た
、
海
外
の
博
物
館
、
美
術
陪
が
所
蔵
す

る
日
本
古
美
術
品
で
保
存
状
態
が
悪
く
、
緊
急
に
修

復
を
必
要
と
す
る
絵
画
、
工
芸
品
類
の
優
れ
た
作
品

を
対
象
と
し
て
修
復
協
力
を
行
う
「
在
外
日
本
古
美

術
品
の
修
復
協
力
事
業
」
を
実
旅
す
る
。

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
文
化
財
保
護
に

関
す
る
国
院
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
抵
界
遺
産
等
文
化
財
保
護
協
力
誰
進
事
業
」

と
し
て
、
平
成
―
一
年
八
月
に
設
置
さ
れ
た
財
団
法

入
ユ
ネ
ス
コ
，
ア
ジ
ア
文
化
セ
／
タ
ー
文
化
遺
産
保

設
協
力
事
務
所
に
お
い
て
、
一
四
年
度
も
、
文
化
財

保
設
関
連
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
筑
天
文
化
財
保
護
計

画
の
策
定
等
の
研
修
、
世
界
遺
産
に
関
す
る
国
際
会

議
の
関
催
等
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

推
進
す
る
。
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「読者からのたよりj箇への投稿

「文部科学時報読者ア／ケ＿卜」を

歓迎します。本誌を言応んでの感想、

御意見等をお寄せくださいこ

ウ「読者からのたより」投稿規定

①1件につき400字以内②住所、氏名、年

齢、職業、電話番号を明記（詰上匿名可〉 ③ 
掲競分には簿謝進呈

え文章を一部手直しさセていたたくことがあ

います心

〒100-8959 東京都千代田区霞が問3-2-2
文部科学省大巨官房政策諒「文部科学時報J名屑纂部

※電子メールでも受け付けております。

⑮「文部科学時報読者アンケート」

文部科学時磐読者アンケートは添付のはがき

のほかに電子）（ールでも受け付けております。

▽
気
象
庁
は
東
京
で
は
親
測
史
上
初
と
い

う
三
月
一
六
日
に
桜
の
開
花
宣
言
を
し
、

二
―
日
に
は
満
開
と
な
り
こ
れ
も
史
上
初

だ
そ
つ
で
す
。
例
年
な
ら
は
四
月
に
入
っ

て
か
ら
歓
迎
会
と
花
見
を
兼
ね
て
す
る
と

こ
ろ
、
今
は
葉
桜
と
な
り
道
行
く
人
々
の

服
装
も
す
っ
か
り
春
の
装
い
と
な
り
ま
し

こ。
・ア▽

四
月
か
ら
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が

全
面
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
に
応
じ
た

指
導
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
基

礎
・
基
本
を
確
実
に
定
着
し
、
そ
れ
を
基

に
目
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
、
一
生
き
る

カ
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
児
瓢

生
徒
の
確
か
な
学
力
の
向
上
の
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
を
は
ぐ
く
み
、
知
•
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
た
ち
に

編

利用した
文部科学雀では ．． 

＜皆模に紹介するため、インタ

ムページを利翔して情報を提供しています。

また・.子どもホームページを設け．．情報を提

供しています。

ホームページアドレス：

http://www.mext.go.jp/（半角入力）

育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
，
可
。

▽
ま
た
、
徳
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
る
公

立
校
の
完
呈
週
宜
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
「
ゆ
と
灼
」
を
与

え
、
甍
か
な
人
間
性
を
育
て
る
こ
と
を
趣

旨
と
し
た
制
度
で
す
の
で
、
各
小
・
中
学

校
及
び
高
等
学
校
で
の
新
た
な
休
日
の
過

ご
し
方
の
取
紐
や
指
導
を
適
切
に
行
っ
て

い
た
だ
ま
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
さ
て
、
今
月
号
は
「
文
教
，
科
学
技
術

施
策
の
進
展
」
の
特
集
で
、
平
成
一
四
年

度
の
文
教
科
学
行
政
の
展
望
を
教
育
・
科

学
＇
学
術
，
ス
ポ
ー
ツ
＇
文
化
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て

い
ま
す
の
で
、
一
読
く
だ
さ
い
。
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